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に
I
T
各
社
は
、
生
成
A
I
の
主
導
権
争
い
で
、
米
国
の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
以
下

D
C
と
称
す
）
を
建
設
中
で
、
さ
ら
な
る
増
設
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。

　

世
界
中
が「
生
成
A
I
特
需
」に
湧
く
中
、急
激
な
需
給
増
加
に
対
応
で
き
る
電
力
量
を
、こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
確
保
す
る
の
か
、電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
者
か
ら
大
き
な
期
待
と
と
も
に
、懸
念
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

１
．
生
成
A
I
の
年
間
消
費
電
力
は
…
日
本
の
年
間
総
電
力
消
費
量
に
相
当

　

爆
発
的
に
拡
大
す
る
生
成
A
I
に
関
す
る
懸
念
点
の
大
き
な
話
題
は
、「
生
成
A
I
の
消
費
電
力
問
題
」
で
あ

る
。
I
E
A
（
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
の
報
告
で
は
、
世
界
の
D
C
や
生
成
A
I
や
暗
号
資
産
に
よ
る
世
界
の

電
力
消
費
量
は
、
２
０
２
２
年
時
点
で
４
６
０
T
W
h（
テ
ラ
（
単
位
は
兆
）
ワ
ッ
ト
）
で
、
こ
れ
は
世
界
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
の
約
２
％
に
相
当
し
て
い
る
。
４
年
後
の
２
０
２
６
年
に
は
、
最
小
シ
ナ
リ
オ
で
６
２
０
T
W
h
、

最
大
シ
ナ
リ
オ
で
１
０
５
０
T
W
h
に
拡
大
す
る
見
込
み
で
、
そ
の
増
加
分
は
最
小
シ
ナ
リ
オ
で
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
最
大
シ
ナ
リ
オ
で
日
本
や
ド
イ
ツ
の
一
国
当
た
り
の
年
間
電
力
消
費
量
に
相
当
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
生
成
Ａ
Ｉ
の
消
費
電
力
が
４
年
後
に
倍
増
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る
。
基
本
的
に
生
成
A
I
は
、
テ
キ
ス
ト
作
成
や
画
像
生
成
に
お
い
て
世
界
中
に
分
散
さ
れ
て
い
る
膨
大
な

デ
ー
タ
を
ナ
ノ
秒
で
情
報
収
集
し
、
目
的
に
合
わ
せ
処
理
し
、
瞬
時
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
生
成
し
て
い
る
。

　

生
成
A
I
シ
ス
テ
ム
の
消
費
電
力
を
考
え
る
際
、２
つ
の
パ
ー
ト
が
あ
る
。一
つ
は「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」プ
ロ

セ
ス
、も
う
一
つ
は「
推
論
」プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
機
械
学
習
）は
ナ
ノ
秒
で
大
規
模
情
報
収

集
す
る
。②
推
論
と
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
収
集
さ
れ
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を
加
工
処
理
し
、求
め
ら
れ
た
モ
デ
ル

パ
タ
ー
ン
や
関
連
性
を
自
ら
繰
り
返
し
学
習
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
、最
終
的
に
人
間
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
単
純

　

生
成
A
I
（
人
工
知
能
・
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
）
の
先
駆
と
さ
れ
て
い
るChatGPT

を
利
用
し
て
い
る
一

般
人
ユ
ー
ザ
ー
が
、
約
１
年
間
で
４
倍
の
規
模
と
な
り
２
０
２
３
年
11
月
に
は
１
億
人
に
達
し
て
い
る
。
今

後
予
想
さ
れ
て
い
る
大
手
企
業
や
各
国
政
府
で
生
成
A
I
が
導
入
さ
れ
る
と
、
ア
ク
セ
ス
数
が
爆
発
的
に
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、「
生
成
A
I
」
関
連
は
こ
れ
か
ら
の
新
巨
大
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
と
期
待

さ
れ
、
す
で
に
株
式
市
場
で
は
狂
喜
乱
舞
の
状
態
で
あ
る
。
で
は
数
値
で
見
て
み
よ
う
。
生
成
A
I
関
連
銘

柄
の
時
価
総
額
（
２
０
２
４
年
１
月
末
時
点
）
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
時
価
総
額
４
４
４
兆
円
で
世
界
一
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
２
８
３
億
円
、
ア
マ
ゾ
ン
２
４
３
兆
円
、
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
２
２
３
兆
円
な
ど
で
足
元
で
の
世

界
株
式
市
場
は
、
生
成
A
I
ブ
ー
ム
（
生
成
A
I
革
命
）
に
乗
り
、
超
大
型
成
長
株
と
し
て
株
式
相
場
を
け

ん
引
し
て
い
る
。（
参
考
：
令
和
６
年
度
の
日
本
の
国
家
予
算
は
１
１
３
兆
円
）

　

２
０
２
３
年
時
点
で
、
世
界
の
ク
ラ
ウ
ド
型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
数
は
１
万
１
千
箇
所
と
推
計
さ
れ
、
さ
ら
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高
い
。
水
冷
却
設
備
と
し
て
冷
却
塔
、
ポ
ン
プ
、
熱
交
換
器
、
濃
縮
器
コ
イ
ル
な
ど
が
あ
り
、
特
に
サ
ー
バ

ラ
ッ
ク
向
け
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
（
C
R
A
C
）
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
除
熱
が
最
重
要
で
あ
る
。

そ
の
他
、
管
理
用
の
エ
ア
コ
ン
や
消
火
シ
ス
テ
ム
に
も
水
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

D
C
向
け
水
は
三
つ
の
ス
コ
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ス
コ
ー
プ
１
は
、
D
C
内
サ
ー
バ
ー
の
過
熱
を

防
ぐ
た
め
に
、
大
量
で
清
潔
な
水
を
循
環
さ
せ
る
冷
却
塔
が
設
置
さ
れ
熱
交
換
し
て
い
る
。
米
国
で
の
標
準

的
な
D
C
で
は
、
毎
日
約
７
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
が
蒸
発
し
て
い
る
。

　

ス
コ
ー
プ
２
は
、
原
子
力
発
電
所
や
火
力
発
電
所
は
、
発
電
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
）
の
為
に
多
量
の
水
資
源

（
ボ
イ
ラ
用
純
水
と
冷
却
水
（
海
水
））
を
消
費
す
る
。
ス
コ
ー
プ
３
は
、
生
成
A
I
向
け
半
導
体
製
造
に
か

か
わ
る
超
純
水
や
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
空
調
用
水
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
半
導
体
チ
ッ
プ
の
集
積
度
が
高
く
な

る
ほ
ど
、
水
需
要
が
加
速
度
的
に
増
加
し
て
い
る
。

　

す
で
に
D
C
向
け
水
使
用
が
大
き
な
訴
訟
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
ダ
レ
ス
市
で
は
、
グ

ー
グ
ル
が
す
で
に
３
つ
の
D
C
を
稼
働
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
つ
の
D
C
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
が
、
グ
ー
グ
ル

の
水
使
用
に
つ
い
て
、農
家
や
、環
境
保
護
活
動
家
、市
民
か
ら
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
。グ
ー
グ
ル
が
公
表
し
た
記
録

に
よ
る
と
、グ
ー
グ
ル
の
所
有
す
る
３
つ
の
D
C
は
、ダ
レ
ス
市
内
の
水
道
供
給
量
の
29
％
以
上
を
使
用
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
南
米
の
チ
リ
と
ウ
ル
グ
ア
イ
で
は
、
市
民
へ
飲
料
水
を
供
給
す
る
同
じ
貯
水
池
か
ら
取
水
す
る
グ

ー
グ
ル
の
D
C
の
計
画
を
め
ぐ
っ
て
抗
議
活
動
が
勃
発
し
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
水
道
水
な
の
か
、
水
道
施
設

は
基
本
的
に
豊
富
な
水
量
が
安
定
し
供
給
で
き
、
し
か
も
水
質
も
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
河

川
水
や
地
下
水
の
取
水
で
は
、
自
前
で
水
処
理
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
浄
水
施
設
や
維
持
管
理
経
費
が
掛
か

る
。
敷
地
内
の
地
下
水
や
雨
水
な
ど
の
代
替
水
源
の
割
合
は
、
通
常
５
％
未
満
で
あ
る
。

化
、圧
縮
、最
適
化
、可
視
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。こ
の
過
程
で
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー（
電
力
）が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

米
国
大
手
の
I
T
企
業
・
メ
タ
の
生
成
関
連
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
「
推
論
プ
ロ
セ
ス
」
だ
け
で
原
子
力
発
電
所

２
基
（
２
０
０
万
ｋ
W
）
の
電
力
消
費
が
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。
生
成
A
I
に
よ
る
検
索
は
、
通
常
の
テ

キ
ス
ト
検
索
に
比
べ
約
10
～
20
倍
の
電
力
消
費
で
あ
る
。

　

欧
州
向
け
D
C
が
集
積
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
気
温
が
低
く
自
然
災
害
の
少
な
い
ダ
ブ
リ
ン
を
中
心
に
82
の

D
C
稼
働
中
）
で
は
、
電
力
需
給
が
、
前
年
度
に
比
べ
31
％
増
加
し
、
国
全
体
の
電
力
需
給
量
の
20
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
同
国
で
は
現
在
14
D
C
が
建
設
中
で
、
さ
ら
に
22
の
新
設
D
C
計
画
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
冬
季
に
は
、
国
民
へ
の
暖
房
用
電
力
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
国
民
の
命
を
守
る
法
整
備
が
進
行
し
て
い
る
。　

　

上
記
の
よ
う
な
電
力
問
題
は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
が
、
一
方
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
て
い
な
い

不
都
合
な
真
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
急
激
に
進
展
す
る
「
生
成
A
I
」
シ
ス
テ
ム
に
呼
応
す
る
水
資
源
の
確
保

と
枯
渇
問
題
で
あ
る
。

２
．
不
都
合
な
真
実
…
日
本
の
水
道
水
の
半
分
を
〝
が
ぶ
飲
み
〟
す
る
生
成
A
I

　

不
都
合
な
真
実
と
し
て
水
資
源
の
枯
渇
に
関
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
報
道
が
少
な
い
。
そ
の
理
由
の
一

つ
は
、
巨
大
I
T
企
業
か
ら
水
に
関
す
る
情
報
提
供
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
実
は
生
成
A
I
は
水
を
大
量

に
消
費
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
さ
ら
に
厳
し
く
言
う
と
、
水
な
し
で
は
生
成
A
I
シ
ス
テ
ム
が
成
り
立
た

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
D
C
は
水
を
大
量
に
使
用
す
る
の
か
？
基
本
的
に
半
導
体
は
発
熱
体
で
あ
り
、
発
熱
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
な
い
と
熱
暴
走
を
起
こ
す
。
こ
の
た
め
に
冷
却
が
必
要
で
、
空
冷
よ
り
水
冷
の
ほ
う
が
冷
却
効
率
が

カレント寄稿
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
試
算
で
は
、
世
界
の
生
成
A
I
に
よ
る
取
水
量
は
２
０
２
７
年
に
は
42
億
～
66

億
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
、
こ
の
水
量
は
デ
ン
マ
ー
ク
や
英
国
の
水
需
要
の
約
半
分
に
相
当

す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
水
道
用
水
量
は
１
３
２
億
立
方
メ
ー
ト
ル
（
２
０
２

２
年
実
績
）
な
の
で
、
日
本
の
水
道
水
の
半
分
が
生
成
A
I
に
〝
が
ぶ
飲
み
〟
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

世
界
の
D
C
の
約
25
％
を
有
す
る
米
国
の
I
T
企
業
の
中
規
模
の
D
C
の
一
日
当
た
り
の
水
使
用
量
は
30

～
55
万
ガ
ロ
ン
（
約
２
０
８
２
立
方
メ
ー
ト
ル
／
日
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
米
国
市
民
10
～
18
万
世
帯
の
水
道

使
用
量
に
匹
敵
し
て
い
る
。
ま
た
世
界
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
は
約
53
億
人
（
２
０
２
４
年
１
月
時

点
）
に
達
し
、
た
っ
た
１
回
の
生
成
A
I
ク
ラ
ウ
ド
検
索
で
、
平
均
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
消
費
し

て
い
る
と
の
報
告
も
出
て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
世
界
中
の
水
資
源
の
減
少
に
加
え
、「
命
の
水
の
水
道
水
供
給
」
と
「
生
成
A
I
の

水
使
用
」
と
、
新
た
な
水
争
い
が
勃
発
し
て
い
る
。

３
．
国
内
で
の
生
成
A
I
向
け
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
計
画

　

国
内
で
も
さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
る
が
、
年
間
５
千
億
円
程
度
と
投
資
規
模
が
小
さ
い
。

そ
れ
に
比
べ
外
資
に
よ
る
日
本
国
内
で
の
D
C
建
設
計
画
は
４
兆
円
規
模

で
あ
る
。（
表
１
）

特
に
米
国
勢
は
豊
富
な
資
金
力
を
源
泉
に
日
本
に
も
積
極
投
資
を
展
開
し

て
い
る
。

　

建
設
予
定
地
と
し
て
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
集
積
地
と
な
っ
て
い
る
千
葉
県
の
印
西
市
が
有
力
で
あ
る
が
、

北
海
道
や
広
島
県
な
ど
、
経
済
産
業
省
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
意
識
調
査
（
令
和
３
年
度
実
施
）
で
は
１
０

０
を
超
え
る
地
方
自
治
体
か
ら
D
C
の
候
補
地
の
提
示
が
出
て
い
る
。

さ
い
ご
に

　

日
本
に
お
け
る
D
C
の
建
設
に
あ
た
り
節
水
は
勿
論
の
こ
と
、
水
資
源
の
多
様
化
と
し
て
水
道
水
だ
け
で

は
な
く
、
地
下
水
や
雨
水
、
リ
サ
イ
ク
ル
水
の
活
用
が
待
っ
た
無
し
で
あ
る
。　
　
　

　

筆
者
の
提
案
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
多
く
の
浄
水
場
が
廃
止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
仮
に
洪
水
被
害

の
恐
れ
が
無
く
、
高
台
で
、
近
く
に
送
電
線
が
あ
る
広
い
浄
水
場
な
ら
、
D
C
セ
ン
タ
ー
の
最
高
の
候
補
地

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
背
景
は
全
国
約
８
千
箇
所
の
浄
水
場
の
７
割
が
昭
和
35
年
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
、

今
や
老
朽
化
の
波
や
、
給
水
量
の
減
少
で
統
合
や
改
築
更
新
、
廃
止
に
直
面
し
て
い
る
、
そ
の
活
用
で
あ
る
。

さ
ら
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
下
水
の
温
度
は
水
道
水
温
よ
り
通
常
５
～
10
℃
高
い
、
水

温
が
高
い
の
は
職
場
や
家
庭
で
の
ガ
ス
や
電
気
で
の
加
熱
で
あ
り
、
D
C
の
熱
利
用
に
よ
り
、
少
し
で
も
水

道
水
を
加
熱
す
れ
ば
省
エ
ネ
・
省
C
O
2
化
を
促
進
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
I
T
企
業
の
地
域
貢
献
策
と
し
て
、
D
C
の
温
排
水
（
25
～
50
℃
）
を
地
元
企
業
や
諸
団
体
が
計

画
し
て
い
る
養
殖
場
や
野
菜
工
場
へ
の
熱
供
給
、
食
品
製
造
工
場
へ
の
熱
供
給
、
さ
ら
に
地
域
暖
房
へ
の
活

用
な
ど
、
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
相
乗
効
果
で
地
域
創
生
（
雇
用
の
促
進
と
新
産
業
創
造
）
を
促
進
し
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

カレント寄稿

 日本国内への
米大手のデータセンター投資金額  

 投資額 期間 

  

 
 

 

  

24年から10年間
 

23年から5年間
 

224年から 年間
 

2421年から 年間
 

1兆2000億円

2兆2600億円

4400億円

1000億円

AWS 
（アマゾン）

マイクロソフト

グーグル

オラクル

企業名

（表1）日経データベースより

カ
レ
ン
ト
年
間
購
読
は
コ
チ
ラ
⇨


